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ABSTRACT. Port uClinux kernel to H8/300 architecture and get application development environment
ready. As a result I get possible to utilize advanced facility with the hardware which is low-cost. All the
result opens it as free software.

1 背景

本プ ロ ジェクトが ター ゲットと す る H8/300H CPU は
世界中で 広く 使用さ れ て い る に も か か わ ら ず 、 使用出来る

OS が 現状で は ITRON ベ ー スの も の しか 存在しない 。 こ
の た め 、 ネットワ ー クへ の 接続など 、 今後必要に なる と 思

わ れ る 技術へ の 対応が 遅れ て い る 。

2 目的

高機 能な OS を 自由に 利用出来る 形で 配布し、 さ ら に 成
果を 開発元へ フ ィ ー ドバ ックす る こ と に よ り 、 こ の よ う な

現状を 解消し、 日本か ら FreeSoftware の 世界へ 貢献す る
一 例と した い 。

3 開発内容

（ １） uClinux-2.4.x
当時最新の uClinux-2.4.19-uc0 を H8/300H に 移 植し
た 。 予定で は 、 既 に 移 植を 完 了して い た uClunux-2.0.38
の H8/300H 依 存部分を 、 uClinux-2.4.19-uc0 に 移 植す る
方向で 進め た が 、 検討段階で か なり の 部分に 修正が 必要

な事が 判明した た め 、 ご く 一 部を 除い て 新た に H8/300H
依 存部分を 作成す る 方向で 作業を 進め た 。 ま た 、 ター ゲッ

トと して 用意 した ボ ー ドに RS232C と Ethernet の I/F
が 搭載さ れ て い る た め 、 デバ イ スドラ イ バ を 同時に 移 植

した 。 移 植作業中、 uClinux-2.4.19-uc1 が リ リ ー スさ れ た
の で 、 追従して 2002 年 9 月 29 日に 開発者に ソー スコー
ドを 公開した 。 い く つ か の 不具 合を 修正し 2002 年 10 月
24日に uclinux-dev メ ー リ ン グリ ストへ の ア ナウ ン スと 、
開発元 CVS へ マ ー ジを 行っ た 。 そ の 後、 2002 年 12 月 4
日 uClinux-2.4.20-uc0 を リ リ ー スした 。 こ れ は 開発元で
2.4.20 へ の 追従を 行い 、 私が 一 部不具 合を 修正す る 共同作
業に なっ た 。

（ ２ ） linux-2.5.x
linux-2.5.46 に て uClinux と の 統 合 が 行 わ れ 、

uclinux.org よ り linux-2.5.x へ の 対応を 進め る と の ア ナ
ウ ン スが あ っ た た め 、 優先して 作業を 行っ た 。 uClinux-
2.4.x の 移 植で 作成した H8/300H 依 存部分を linux-2.5.46
に 対応さ せ る 方向で 作業を 進め 、 一 応動作す る 物を 差分と

して ま と め 2002 年 11 月 13 日に uclinux.org に て 公開し
て も ら っ た 。 そ の 後 linux-2.5.50 ま で 追従して い る 。 2003
年 2 月 18 日に Alan Cox 氏の 管 理す る linux-2.5.61-ac1
に 成果が 取り 込ま れ た 。

（ ３ ） ユ ー ザー ラ ン ド構築環 境 (uClibc)
既 に uClibc を 移 植して あ る が 、 最新の も の に 追従で き
て い ない 、 H8/300H 固有の 部分が uClinux-2.4.x に 対応
で き て い ない 、 等の 問題が あ る の で 、 最新へ の 追従お よ び

uClinux-2.4.x へ の 対応作業を 行う 。 2002年 11月 17日に
修正部分を 開発元へ マ ー ジして も ら っ た 。 そ の 後、 2003年
1月 26日に 成果物を 取り 込ん だ uClibc-0.9.17 が リ リ ー ス
さ れ た 。

（ ３ ） 各種ター ゲットへ の 対応

試作ボ ー ドの 提供が あ っ た た め 、 そ れ ま で 開発ター ゲッ

トと して い た ボ ー ドと 並行して 対応作業を 進め た 。 並行し

て 作業を 進め た 結果、 ター ゲットボ ー ドに 依 存す る 部分を

極力分離す る 構造を と る 設計に なり 、 他ター ゲットへ の 対

応も 容易 に 行え る 物に なっ た と 思わ れ る 。 ま た 、 こ の ボ ー

ドは CompactFlash に 対応して い る た め 、 必要なドラ イ バ
の 移 植を 行っ た 。 こ の ドラ イ バ に つ い て も 極力汎用化して

あ る の で 、 こ れ 以 外の ボ ー ドに も 容易 に 対応可能で あ る 。

（ ４） PIC対応 uClinux の 機 能を 有効に 使う た め に は 必
須の 機 能なの で 対応作業を 行う 。 現在作業を 進行中。 ま だ

実用に 耐え る レ ベ ル で は ない 。

（ ５） H8S対応ター ゲットボ ー ドの 提供を 受け て 現在作
業中。 拡張さ れ た 機 能を 有効に 使え る よ う に す る た め 、 既

に 作成さ れ た 部分も 再度見直しを 行う 。

（ ６ ） 成果開発成果は 以 下の 場所に て 公開して い る 。

http://uclinux-h8.sourceforge.jp
コミ ュ ニティ の 規 模と して 、 uclinux-h8.sourceforge.jp
で 運 用して い る メ ー リ ン グリ ストに は 2003 年 2 月 20 日
現在 39 名登録さ れ て お り 、 そ の 他 uClinux-H8 を 紹介し
て い る webサイ トが い く つ か 存在して い る 。 こ れ は 、 未踏
ソフ トウ エア 創造事業の 採択結果の 発表等で 広く 一 般に 知

ら れ た こ と が 、 興味を 持つ 人の 増加に 貢献した と 考え る 。

結果と して ハ ー ドウ エア (uClinux を 動作さ せ る 事を 目的
と して い る ) や ソフ トウ エア の 改良案 を 提供して も ら う 事
が あ っ た 。 ま た 、 開発元へ 積極的に 成果を フ ィ ー ドバ ック

した 事に よ り 、 海外か ら 質問の メ ー ル が 届く こ と が あ り 、

本プ ロ ジェクトの 成果が 日本国内に 留ま る こ と なく 、 世界

に 貢献して い る と 考え ら れ る 。 そ の 他、 商業利用を 検討し

て い る と の 情報を い く つ か 貰っ て い る 。

今後の 課題と して は 。 PIC バ イ ナリ へ の 完 全対応と
mainline kernel へ の マ ー ジを 考え て い る 。 こ の 課題を ク
リ ア す れ ば 、 成果が よ り 広く 利用さ れ る こ と が 期 待で き る 。



4 参加企 業及 び 機 関

なし

5 参考文献

なし


